


















付図３３　教育訓練の実施状況

同社の資料より抜粋



平成１６年６月

同社の資料より抜粋

付図３４　本件運転士の再教育におけるレポート項目



付図３５　所定停止位置行き過ぎ時の運転士の乗務行路（その１）（片町線放出駅）

平成１６年６月７日（月）

片町線

京田辺駅木津駅 京橋駅

《勤務終了後、京橋電車区に宿泊》

上り快速電第５４６４Ｍ

下り快速電第５４７９Ｍ

乗務開始

１６時１３分４０秒 到着

１６時３１分１０秒 出発

１５時２２分００秒 出発

１６時４７分２０秒 到着

上り快速電第５５１４Ｍ

上り快速電第５５０８Ｍ

１７時３４分００秒 出発 １８時０７分４０秒 到着

２０時１３分１０秒 出発

２２時３０分２０秒 到着

２２時３９分１０秒 出発

０時２１分００秒 到着２３時３９分００秒 出発

２１時３７分００秒 出発

※ 時刻は、計画時刻である。

下り快速電第５４８５Ｍ

下り普通電第４６７３Ｍ

乗務終了

放出駅
所定停止位置行き過ぎ

　※ 上記の列車は、７両編成である。　 ただし、　　　（京田辺駅～木津駅間）は４両編成である。

下り快速電第５４９３Ｍ

下り快速電第５５２７Ｍ

１９時０８分５０秒 出発 １９時４５分４０秒 到着

２０時５０分５０秒 到着

２２時５７分５０秒 到着

尼崎駅

ＪＲ東西線

宝塚駅

福知山線

放出駅



付図３５　所定停止位置行き過ぎ時の運転士の乗務行路（その２）（片町線下狛駅）

平成１６年６月８日（火）

片町線

京田辺駅下狛駅木津駅 京橋駅

《前日の勤務終了後、京橋電車区に宿泊》

上り普通第電４４１４Ｍ

下り快速電第５４０７Ｍ

乗務開始

７時００分２０秒 到着

７時０４分２０秒 出発

５時５９分１０秒 出発

７時２２分３０秒 到着

下り快速電第５４２７Ｍ

上り快速電第５４１２Ｍ

７時３２分３０秒 出発 ８時１３分５０秒 到着

８時５０分２０秒 出発９時４３分１０秒 到着

９時５９分００秒 出発

１１時３８分２０秒 到着１１時０６分００秒 出発

１０時１９分３０秒 到着

※ 時刻は、計画時刻である。

下り区間快速電第５７７３Ｃ

下り快速電第５４３３Ｍ（便乗）

乗務終了

下狛駅
所定停止位置

行き過ぎ

　※ 上記の列車は、７両編成である。　 ただし、　　　（京田辺駅～木津駅間）は４両編成である。



付図３６　車掌乗務時の阪和線津久野駅通過運転通告券



概ね下記の
時間とする

信号確認喚呼

平常時の取扱い 通停確認喚呼

運転士知らせ灯確認喚呼

定時運転

ブレーキ技量

停止位置確保

運転取扱いに関する知識

線路・信号に関する知識

禁止事項 禁止事項 １ｈ

知悉度 異常時の運転取扱い １ｈ

異常時の 事故事例研究 他山の石の共有化 １ｈ

運転取扱い 信号機、 閉そく指示運転

保安装置の 場内・出発信号機故障

取扱い 特殊信号機の取扱い

ＡＴＳの取扱い

閉そくの取扱い 代用閉そく方式・伝令法 １ｈ

停止位置不良時の取扱い

異常気象時の取扱い

特殊な運転状況

列車火災時の取扱い

列車防護の取扱い

サービス 異常時の案内放送 －

車両故障 緩解不良の処置 １ｈ

応急処置 上記以外の処置項目 ５.５ｈ

２ｈ

０.５ｈ
（３項目のうち
１項目を選択、
３年で全て終了）

区　所　で　計　画　す　る　訓　練　項　目

時間内

応急処置

付図３７　平成１６年度の乗務員指導要領の訓練項目

６ｈ

可能な限り以下の項目を実施する

３ｈ

時間内

知悉度 ２ｈ

その他

運転技量

基本動作実行度



付図３８　本件基準運転表　



付図３９　本件運転士メモ



付図４０　平成１５及び１６年度の大阪支社所属運転士の
  　事故者に対する再教育日数の状況

件数 平均 中央値 最大 最少

5 17.2 11.0 32 6

26 11.5 7.5 44 2

51 5.2 3.0 23 1

9 14.4 14.0 31 5

5 10.0 11.0 23 1

2 9.0 9.0 10 8

14 13.4 11.5 41 2

2 6.5 6.5 12 1

3 5.3 3.0 10 3

4 8.0 6.0 19 1

13 5.2 5.0 15 1

6 8.5 9.5 13 1

7 5.0 2.0 22 1

34 5.5 3.0 33 1

9 9.6 8.0 27 2

4 1.3 1.0 2 1

11 7.9 7.0 17 1

3 6.3 1.0 17 1

2 4.5 4.5 6 3

10 8.2 5.0 25 1

10 2.1 2.0 5 1

16 2.6 2.0 9 1

9 8.1 3.0 41 1

25 3.8 1.0 22 1

56 5.8 3.0 34 1

27 6.4 4.0 25 1

363 6.7 4.0 44 1

遅刻及び欠勤

その他

全体

車掌欠乗等

早発

報告不適切

訓練・知悉度テストの不合格

機器扱い不良（その他の機器）

手歯止め不良

基本動作の不良

業務携行品の忘れ

勤務態度の不良

入出区点検不良

誤って列車を停車

ＡＴＳロング確認扱いの不良

ＡＴＳ機器扱いの不良（その他）

ドア扱いの不良

駅停車中にブレーキ保持が不良で列車が自
然に動いたもの

ＡＴＳ方向切換スイッチ操作誤り

異線進入

速度超過

ＡＴＳ直下の作動

ＡＴＳ速度照査の作動

停車駅通過

所定停止位置不良（５０ｍ以上行き過ぎ）

所定停止位置不良（その他）

信号冒進



付図４１ 所定停止位置を行き過ぎた旨の連絡が
あった場合の取扱い

同社の運輸関係指令業務標準より抜粋



付図４２　Ｐ（ＡＴＳ-Ｐ形）対象線区比較

平成１５年９月の鉄道本部会議の資料※ （　）は、ＡＴＳ-Ｐ設置車両の割合を示す



付図４３　分岐器速度照査対策の考え方

平成１５年９月の鉄道本部会議の資料



単位：億円(億円未満切捨て)

昭和62 昭和63 平成元 平成2 平成3 平成4 平成5 平成6 平成7 平成8 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17

1 設備の更新･安全性の向上 170 282 301 445 515 676 596 547 718 484 570 388 595 419 500 559 609 467 568
a 地上設備 43 44 49 67 106 107 119 261 433 216 128 96 68 98 153 75 93 126 212
b 車両 53 164 190 311 303 366 381 178 182 155 347 192 416 186 218 292 360 169 206
c その他 74 74 62 67 106 203 96 108 103 113 95 100 111 135 129 192 156 172 149

2 輸送改善 85 111 102 84 80 86 91 563 209 467 91 77 78 85 80 62 105 102 134
3 サービスの改善 37 16 39 53 58 32 28 43 30 41 37 19 17 25 38 54 133 79 75
4 仕組みの改善 48 20 49 103 164 105 163 98 94 175 127 234 123 129 213 115 88 133 73
5 事業の強化･拡大 13 10 24 58 76 43 81 94 101 164 73 59 135 9 7 6 25 78 158
6 支社長等一括･災害･総係費 29 29 29 31 29 28 32 34 36 38 42 67 51 51 51 59 60 67 53

382 468 544 774 922 970 992 1,379 1,190 1,371 940 844 1,000 718 892 855 1,023 928 1,063
17 141

1b 平成2年度車両の新製(100系32両,221系98両,207系7両)
45 95

2 福知山線三田･篠山口間(21.5㎞)の複線化
61 66 21 31 88 67 0

4 総合OAシステムの新設 4 自動改札の導入(アーバンネットワーク)
57 210 22 281 112 2 0

1b 平成3年度新製車両の投入(100系32両,221系102両,207系103両) 1b,2 山陽新幹線500系の投入(500系128両等)
23 98 0 6 50 57 5 0 4

1c 山陽新幹線ATC装置取替 4 鷹取工場移転
278 132 1 2 15 16 96

1b 300系新幹線電車の新製(144両) 4 大阪鉄道病院の新築移転
0 95 82 0 72 181 0 0

1b,2 関西空港アクセス輸送の整備 1b,2 近郊電車の老朽取替及び神戸線､京都線､琵琶湖線の輸送改善
126 0 0 240 37 1 0

1b 207系新製投入(112両) 1b,2 山陽新幹線の輸送改善と700系車両の投入(96両)
33 53 107 175 68 79 169 176 110

3,4 京都駅改築事業 1b 新幹線700系車両の投入(216両)
403 27 80 57

2 空港連絡鉄道の陸上部の譲り受け 1b,2 特急電車老朽取替及び北陸線輸送改善
109 6 0 37 72 1 3

1b,2 湖西線､北陸線等の新特急の投入と高速化 3 ICカード出改札システムの導入
29 180 6 1 177 128

1b,2 片福連絡線の開業に伴う整備 1b,2 JR神戸線宝塚線近郊通勤電車老朽取替及び輸送改善
170 330 6 0 63 145

震災復旧費 5 大阪駅改良及び新北ビル開発
21 87 18 0 1 2 174

1a 高架橋耐震補強 1b アーバンネットワーク通勤電車取替等(223系8両,321系252両)
年度合計 0 0 17 261 299 397 386 818 538 596 469 316 497 217 197 298 416 194 322

6 36 4 2 3 0 4 21 15 18 2 2 0 1 0
1ab 阪和線(天王寺-日根野)･大阪環状線 1ab 京都線･神戸線･琵琶湖線

4 6 1 4 2
1ab 大和路線(王寺-JR難波) 9 0 0 1a 宝塚線

1ab 学研都市線(松井山手-京橋) 5
1a 大和路線(加茂-王寺)･阪和線(日根野-和歌山)

年度合計 0 0 6 36 8 8 4 9 0 0 4 21 15 18 2 2 0 5 7

分類番号1設備の更新･安全性の
向上のうちＡＴＳ-Ｐ整備の工事費

付図４４　設備投資額とプロジェクト状況

合   計

分類     ＼     年度

自己資金が100億円以上となる
プロジェクトの工事費

先頭に分類番号を付け,
その後にプロジェクト名を記載



付図４５  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（１／４）

6:51:45 6:57:30 7:06:55
52:00 6:56:00 ② 58:30 07:10
54:15      … 7:00:45      …
54:30 58:30 01:00 08:50
56:45 03:15
57:00 03:30
59:25      … 05:55 12:15
59:40 7:02:00 06:10 12:30

7:02:05 08:35
02:20 08:50
04:05 06:30 11:10 ④ 15:45
04:20 07:00 16:00
06:20
06:40
08:20
08:40
10:30 20:00
10:50 20:20
13:00 15:30 22:30
13:20 16:00 22:50
16:10
16:30
18:20
18:40
20:30 23:30 27:50
20:50 24:00 28:10
23:20 26:30 ② 30:40

24:00 31:30

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

塚　口 放　出

4432Ｓ 5400Ｍ
電 回電 電

列車番号

京　橋 宝　塚

京田辺 松井山手 四条畷 木　津
電

4430Ｍ 回218S

住    道

①

∥ ∥

① ①

鴻池新田

徳    庵

放    出

四 条 畷

∥ ∥野    崎

③ ③ ③

∥

∥ ∥

∥

∥

∥ ∥

∥ ∥

② ②

終 着 駅

始 発 駅

松井山手

長    尾

藤    阪

津    田

河内磐船

星    田

東寝屋川

忍 ケ 丘



付図４５  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（２／４）

始 発 駅

終 着 駅

7:31:00 7:38:30
7:26:50 ① 32:00 7:35:00 ② 39:20

29:00 34:10 37:10 42:00
29:20 34:30 37:30 43:00
31:00 39:10 45:00
31:20 39:30 45:20
33:10 41:20 47:20
33:30 41:40 47:40
36:20 39:50 44:30 50:30
36:40 40:20 44:50 50:50
38:50 42:40 47:00 53:00
39:10 43:10 47:20 53:20
41:10 49:20 55:20
41:30 49:40 55:40
43:10 51:20 57:20
43:30 51:40 57:40
45:30 48:10 54:10 8:00:10

7:43:00 ④ 46:00 48:50 7:50:50 ④ 54:40 7:57:50 ② 00:50
45:00 47:50 53:30 59:50
45:30 48:20 54:00 8:00:20
47:50 50:50 52:10 56:50 58:10 02:50 04:10
48:20 54:00 52:50 8:00:00 58:50 06:00 04:50
50:40 56:30 02:30 08:30
51:10 57:00 03:00 09:00
53:10 59:10      … 05:10      … 11:10      …
53:40 59:40 56:10 05:40 8:02:10 11:40 08:10
56:30 8:02:30 57:50 08:30 03:50 14:30 09:50

8:00:00 06:00 58:30 12:00 04:30 18:00 10:30
02:30 08:30      … 14:30      … 20:30      …
03:00 09:00 8:00:10 15:00 06:10 21:00 12:10
04:50 10:50 01:50 16:50 07:50 22:50 13:50

06:00 12:00 03:00 24:00

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

松井山手 四条畷 京田辺四条畷 松井山手 木　津 四条畷

宝　塚 西明石 宝　塚 京　橋 京　橋 新三田 京　橋

列車番号
電 電 電

4467Ｍ 4471C 5407M
電 電 電 電

4475S 5769M 4477M 5773C

松井山手 ② ②

長    尾

藤    阪

津    田

∥

∥

河内磐船

星    田

東寝屋川

忍 ケ 丘

∥

∥

②

野    崎 ∥

∥

①四 条 畷 ②

①住    道 ② ① ②

徳    庵

∥

∥鴻池新田

① ②

④ ③放    出 ④ ④ ③

京    橋

鴫    野

④ ③

(09:00) (15:00)

∥

∥

②



付図４５  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（３／４）

8:04:50 (8:07:50) 8:10:50
06:00 09:00 12:00
07:30 10:30 13:50
07:50 10:50 14:10
09:30 12:30 15:50
10:00 13:00 16:20
11:40 14:40 18:20
12:10 15:10 18:50
13:40 16:40 20:20
14:00 17:00 20:40
15:40 18:40 22:20
16:00 19:00 22:40
18:30 21:30 25:10
18:50 21:50 25:30
21:10 23:50 27:30
21:30 24:10 27:50
24:10 26:30 30:20

26:30  (31:00) 31:30

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

四条畷 京　橋 松井山手

4469M 4471C

尼　崎 西明石
電 電 電

海 老 江

御 幣 島

加    島

宝　塚

4467M

③ ② ③尼    崎

始 発 駅

終 着 駅

列車番号

京    橋

大阪城北詰

大阪天満宮

北 新 地

新 福 島



付図４５  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（４／４）

8:24:10 8:26:30 8:33:30 8:38:10
26:30 31:00 34:00 39:50
29:50      … 37:40      …
30:10 34:30 38:00 43:10
32:10 40:10
32:30 40:30
34:50 42:40 45:40
35:10 43:00 46:00
37:40      … 45:10      …
38:00 42:00 45:30 48:00
41:10      … 49:00 50:50
41:30 46:30 53:10 51:10
44:40 56:40 54:20
45:00 57:00 54:40
48:30 ② 55:30 ② 9:00:20 57:50

00:40 58:10

9:01:45 8:58:00 9:06:50
02:15 58:20 9:03:45 ② 07:20

07:00 10:30
9:02:00 07:15 10:50

     … 06:00 10:25 14:20
07:45 16:20 10:45 14:50

     … 19:40      …      …
09:45 20:10 13:05 17:20

22:20 14:35 19:00
22:50 14:50 19:30
24:50
25:10

     … 27:10      …      …
14:15 27:30 17:10 21:50
17:30 31:30 20:10 24:30

18:30 32:00 21:20 25:00

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

四条畷 尼　崎 高　槻 木　津

宝　塚 宝　塚 新三田 篠山口
電

4467M 回4469M 1127C 5409M
電 回電 電

停電A11a 停電A11a 停電A9 通電A11a

③ ② ③尼    崎

① ① ① ①

∥ ∥

∥

②

① ②

∥

② ②

① ①

福知山 新三田 宝　塚 篠山口

新大阪 大阪 同志社前 大阪
電

3016M 566M 5418M 2736M
特急電 電 電

特通電A20 停電B9a 通電A11a 通電A7

③ ③

∥中 山 寺

宝　　塚

③

∥伊　　丹

北 伊 丹

川西池田 ③ ④ ③

③塚　　口

∥ ∥ ∥猪 名 寺

⑦ ⑥尼　　崎

③ ③

⑦⑦

速度種別

宝    塚

中 山 寺

川西池田

北 伊 丹

列車番号

終 着 駅

始 発 駅

速度種別

列車番号

終 着 駅

始 発 駅

伊    丹

猪 名 寺

塚    口



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］ ※通電Ａ６の基準運転時間の制定はあったが、臨時列車用（尼崎通過）のものであった（実質は平成１１年１０月から）

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

23分50秒（50秒ｱｯﾌﾟ） ← ←

14

特　急

←

11

朝方通勤時間帯の混雑緩和

・朝方ピーク時の大阪駅行き快速を１本増
発（８両）

8

8

平成１１年５月１０日改正

210

15

7

8

11

10

90

98

1

回　送

211

下り

急　行

快　速

普　通 89

96

1

列車種別

計

快速＋１本上り

塚口→尼崎

快　速

（変更なし）

宝塚→塚口

計

宝塚→塚口 塚口→尼崎

7 7

宝塚→塚口 塚口→尼崎

・列車本数の少ない時間帯の接続体系整備
・新大阪駅、吹田駅始終着を高槻駅に統一

←

普　通

列車種別 宝塚→塚口 塚口→尼崎

快　速 7

列車種別 列車種別

下り列車種別列車種別

・尼崎駅構内配線工事完成
・尼崎駅同一ホーム乗換開始
・東海道線普通の尼崎駅折返しを新三田駅
へ延長
・福知山線特急、急行の全列車が尼崎駅停
車

←

上り

←

・輸送商品のきめ細やかな見直しにより、
ダイヤの質的向上を図る
・利便性の追求

平成１０年１０月３日改正
ＪＲ東西線開業

駅　名

平成９年３月８日改正 平成９年９月１日改正

主本線 副本線

・ＪＲ東西線開業
・福知山線～片町線直通運転
・福知山線快速の増発
・信号現示による運転速度変更
(減速信号75km/h、注意信号55km/h)

←
伊～塚 2分40秒

塚～尼

北～伊 1分30秒

2分50秒 3分10秒

宝～川 5分40秒 5分50秒

川～北 2分30秒

計 15分10秒 15分40秒

上り上り 下り 列車種別

1 1 急　行

朝 朝25分40秒

24分10秒（50秒ｱｯﾌﾟ）25分00秒

列車種別 下り

11 11 特　急 11

90 87 普　通

94 96

上り

快　速

16

90

快速＋３本

97

205 計 211210

14 15

9 10

―

上り

下り

回　送回　送

205

15

7 8 普　通

快　速快　速

8

77

普　通 普　通7 8

計 計 16

7

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

普　通

快　速

上り

210

特　急

急　行

快　速

普　通

回　送

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

（変更なし）

普通＋１本（平成10年3月：
普通＋１本）

7

1414 15 計

下り

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

計

急　行

特　急

計

11

1

97

90

11

（変更なし）

11

87

11

96

11 1

11

下り

211

14

89

96

付図４６　ダイヤ改正の実績表（１／４）



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

朝 朝朝 ※平成13年3月

24分20秒（1分ｱｯﾌﾟ）

特急＋２本、快速▲１本、
普通＋１本

13

下り
特急＋２本、快速▲１本、
普通＋１本

計 17

9

8

塚口→尼崎

回　送 15

98

92

95

1

90 91

特　急 13

急　行

219

18

1

217

1

川～北 2分30秒

北～伊

2分20秒

塚～尼 2分40秒

上り

←

伊～塚

普通＋３本

1111

96

18

91

216

（変更なし）

駅　名 主本線

宝～川 5分40秒

特　急 11 11

急　行 1

上り

下り

列車種別 宝塚→塚口

（変更なし）

平成１２年３月１１日改正平成１１年１０月２日改正

←

朝方通勤快速に２２１系を投入し、１１３
系と置き換え（２２１系初投入）

← ← ←

京橋口の混雑緩和、並行私鉄との競争力強
化
◎京阪との競合エリアの競争力強化
・星田駅に快速停車
・松井山手駅始発の区間快速を最ピークに
２本増発
◎近鉄との競合エリアの競争力強化
・区間快速を京田辺駅に延長
・松井山手駅分割併合を京田辺駅に変更
・京橋駅～京田辺駅間の到達時間を短縮

平成１４年３月２３日改正
２２１系投入による運転時間短縮
宝塚駅→大阪駅２２分（▲２分）

２２１系の転用を行い、線区のイメージ
アップを図り、私鉄からのご利用転移を促
進する

普　通 7 8

下り

14分45秒

列車種別 上り 下り

25分40秒（1分50秒ﾀﾞｳﾝ） 24分30秒（10秒ﾀﾞｳﾝ）

・特急「北近畿」を増発
・東海道線データイム快速の運転線路変更
（内側線）により、東海道線普通とＪＲ東
西線快速との接続を東海道線快速とＪＲ東
西線快速との相互接続とする

・朝方通勤快速に２２１系を追加投入
・データイム快速を２２１系に統一
愛称名「丹波路快速」

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

普　通

計

1410回　送

宝塚→塚口 塚口→尼崎

上り 快速＋１本

上り 下り

22分30秒（1分40秒ｱｯﾌﾟ）

列車種別

・都心部に直通する列車のフリークエン
シーアップ
・大住駅交換設備完成

特急「北近畿」の増強により、通勤・ビジ
ネス・観光の利用拡大を図る

14計計 15

8

平成１４年１０月５日改正

3分10秒

快　速

列車種別塚口→尼崎

上り

計 14分40秒 15分20秒

←

←

列車種別

←

副本線

5分50秒

1分30秒

列車種別下り

普通▲１本 下り （変更なし）

快　速 8 88

特　急

←

1

特　急 11 11

急　行 1

快　速 98 96 快　速 96 快　速

1 急　行

普　通 90 88 普　通

計 209 209

回　送 9 13

218

列車種別 宝塚→塚口

上り

16 15

7

上り

下り

8快　速快　速

列車種別 宝塚→塚口

8

←

25分20秒（20秒ｱｯﾌﾟ）

8

塚口→尼崎

計

88 普　通

99

1

普　通 普　通7 8 86

普　通

211 210

快　速

計

90

99

回　送 15

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

計 15 16 16

付図４６　ダイヤ改正の実績表（２／４）



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

9

宝塚→塚口 塚口→尼崎

計 18 21

快　速 12 12

普　通 6

回　送 15 16

計 222 222

3分15秒

中～川 3分10秒 通電としての
運転時間は制
定されていな
かった

川～北 2分20秒

北～伊 1分30秒

伊～塚 2分20秒

平成１５年１２月１日改正
アーバンネットワークにおいて、並行私鉄
に対する更なる競争力強化、ご利用の拡大
を図る（福知山線の輸送改善）

・朝方通勤時間帯に大阪駅行き快速４本を
増発、夕方通勤時間帯（17～20時台）に毎
時１本増発
・中山寺駅に快速停車

駅　名 主本線 副本線

宝～中 3分10秒

←

3分10秒

22分50秒（30秒ﾀﾞｳﾝ）

塚～尼 2分40秒

計 15分10秒 15分45秒

15分15秒（中山寺停車）

上り 下り

1

普　通 90 93

99

朝 23分20秒（20秒ｱｯﾌﾟ）

←

←23分40秒（50秒ｱｯﾌﾟ） ←

2分40秒塚～尼

2分20秒

北～伊

朝

1

15分00秒14分25秒

← ←

1分30秒

220

19

92

98

16

91

95

219

14 16

8 8

6 8

下り列車種別

特　急 13 13

上り

1

塚口→尼崎

上り

下り

（変更なし）

（変更なし）

列車種別 宝塚→塚口

普　通

計

快　速

急　行

快　速

普　通

回　送

計

朝方通勤時間帯の快速の速達化
（宝塚駅→大阪駅：２６分を２３分）

朝方通勤時間帯、宝塚駅→大阪駅間２６分
を２３分とする

伊～塚

計

3分10秒

特急通勤等の利用者拡大

・新三田駅特急停車拡大
（北近畿４号、６号）
・特急列車の一部編成増強
（６両→７両）

副本線

平成１５年３月１５日改正

←

主本線駅　名

22分20秒（10秒ｱｯﾌﾟ）

5分40秒5分35秒宝～川

14分30秒

2分20秒川～北

平成１５年１０月１日改正 平成１６年３月１３日改正

下り

←

上り 下り列車種別 上り列車種別

95

1 急　行 1

快　速 103

普　通

列車種別

13

91

98快　速

特　急

急　行 急　行1

13 特　急特　急 13 13

1

快　速

計

回　送

下り

上り （変更なし）

92

計

塚口→尼崎 宝塚→塚口

上り （変更なし）上り 快速＋５本、普通▲１本

下り 快速＋４本、普通＋１本

列車種別

222

普　通

計

宝塚→塚口

8

6

14

列車種別

快　速

13 13

8

列車種別

普　通

12

回　送

（変更なし）

218

15

219

18

222

16

93

99

下り

16

8 普　通 6 9

計 18 21

快　速

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

1

15

90

103

塚口→尼崎

（変更なし）

12

付図４６　ダイヤ改正の実績表（３／４）



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

川～北 2分20秒

塚～尼

通電としての
運転時間は制
定されていな
かった

塚～尼 2分40秒

2分20秒

3分00秒

北～伊 1分30秒

3分10秒

副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

駅　名 主本線

川～北 2分30秒

中～川 3分15秒

北～伊 1分45秒

伊～塚 2分30秒

計

21

0

14

0

快　速

99

0

14

18 21

12 12

220221

16

92

98

急　行

快　速 快　速

0

15

90

16

上り 下り

3分00秒 3分10秒

24分35秒（35秒ﾀﾞｳﾝ）

15分35秒

13

103

計

上り

特　急

15 回　送

221

普　通9

計

塚口→尼崎

12

下り

列車種別

快　速

9

列車種別

特　急

急　行

快　速

（変更なし）

（変更なし）

回　送

223

塚口→尼崎

下り

99

222

16

103

普　通

快　速

伊～塚

※平成17年3月

計 15分10秒

23分55秒（5秒ﾀﾞｳﾝ）

0

1413

急　行

特　急

上り 下り

宝塚→塚口

12快　速

朝

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

朝 26分20秒（45秒ﾀﾞｳﾝ）

計 16分05秒

通勤特急の充実

←

駅　名 主本線 副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

中～川

列車種別

計

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

17

上り
増発本数

（回送は除く）

上り

下り 快速▲１本、普通▲１本

221 計

下り

普通▲１本

特急＋１本、急行▲１本

0

平成１６年１０月１６日改正

・急行の廃止
・夜間の下り特急「北近畿」の増発及び運
転間隔を揃えた

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

平成１７年６月１９日改正 平成１７年１０月１日改正 平成１８年３月１８日改正
安定した列車運行を確保するため、所要時
間及び停車時間の見直しを行い、列車の遅
れに対し、弾力性のあるダイヤを設定

安全性向上計画に基づき、より安定した輸
送を定常的に提供していく観点からのダイ
ヤ見直し

・運転時間及び停車時間を増加
・尼崎駅～宝塚駅間最高速度95km/h
・塚口駅～尼崎駅間の当該曲線60km/h
・拠点形ＡＴＳ―Ｐ形整備

中～川 3分10秒

副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

・一部特急の停車時間の見直し
（北近畿６、１２、１４号）
・快速、普通の停車時間をさらに見直し

・利用状況を踏まえた停車時間見直し
・主要ターミナル駅の停車時間はさらに余
裕を考慮した設定
・運転時間は主要接続駅などの手前区間に
余裕を考慮した設定

←

駅　名 主本線

北～伊 1分45秒

川～北 2分30秒

3分00秒塚～尼 3分10秒

伊～塚 2分30秒

16分20秒 16分10秒 16分25秒

← 16分15秒（宝塚副本線：16分20秒）

23分50秒（30秒ﾀﾞｳﾝ）

← 16分00秒（宝塚副本線：16分05秒）

25分35秒（1分40秒ﾀﾞｳﾝ） ← 朝

下り 列車種別

24分00秒（1分10秒ﾀﾞｳﾝ） ←

上り 列車種別上り 下り

13 特　急

0

103

13

103

急　行

99

0

14

90 普　通90 普　通93 普　通 8993 93

回　送

223

17

223

17

（変更なし）

（変更なし）

宝塚→塚口 塚口→尼崎 宝塚→塚口

6 9 6 9普　通6 6

快　速

普　通

1212

急行▲１本

列車種別 宝塚→塚口 列車種別

12 12

上り

塚口→尼崎

計 18 計18 21 計 21 計 18

普　通

回　送

列車種別

付図４６　ダイヤ改正の実績表（４／４）



付図４７　宝塚駅における３０１６Ｍ出発から

0 5 10 15 20 25

80以上 85未満

85以上 90未満

90以上 95未満

95以上 100未満

100以上 105未満

105以上 110未満

110以上 115未満

115以上 120未満

120以上 125未満

3016M出発から
5418M出発まで

の時間(秒）

頻度（日）

平均値　１０１秒
中央値　１０３秒

付図４８　宝塚駅における３０１６Ｍと５４１８Ｍの

　　５４１８Ｍ出発までの時間
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0 30 60 90 120 150 180

３０１６Ｍ遅延時間（秒）

５４１８Ｍ
遅延時間

（秒）
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（単位：名）

総数 男性 女性 総数 男性 女性

１両目 42 26 16 49 28 21 91

２両目 57 28 29 74 38 36 131

３両目 3 － 3 156 23 133 159

４両目 － － － 102 52 50 102

５両目 － － － 68 38 30 68

６両目 － － － 56 26 30 56

７両目 － － － 40 18 22 40

乗車車両不明 4 4 － 10 2 8 14

合　計 106 58 48 555 225 330 661

※警察情報（平成１８年１１月１３日現在）による。
※( )は、未受診のため傷病名が特定できない乗客数を再掲した。
※負傷がないなどの理由により立ち去った乗客は含んでいない。

負　傷

付図４９　車両ごとの死傷状況

合　計車　両

死　亡
[運転士を除く]

(2) (1) (3)

(4) (3) (7)

(4) (3) (7)

(2) (2)

(3)

(7)

(7)

(2)

(12) (7) (19)(19)



【記入例】
：男性の乗客
：女性の乗客
：男性の乗客
：女性の乗客

※　警察情報に基づいて作成した。
※　乗客の記憶に基づく調査結果であり、１人分の座席に複数の乗客が着席したことになる箇所もある。
※　乗車位置が把握できなかった死亡者及び負傷がないなどの理由により立ち去った乗客は、含まれていな
　　い。
※　１、２両目において、乗客が図示されていない部分は、主に乗車位置が確認できなかった死亡者が乗車
　　していたとみられる。
※　３～７両目において、乗客が図示されていない部分は、主に負傷がないなどの理由により立ち去った
　　乗客が乗車していたとみられる。（一部は乗客の着席位置の記憶違いもあり得る。）

死亡者

負傷者

付図５０　乗客の乗車位置（１／２）

１両目
クハ２０７－１７

２両目
モハ２０７－３１

３両目
モハ２０６－１７

車体が破損した区間

車体が大破した区間

車体が破損した区間 車体が菱形に変形した区間

車体が損傷した区間 車体が破損した区間



付図５０　乗客の乗車位置（２／２）

５両目
クモハ２０７－１０３３

６両目
サハ２０７－１０１９

７両目
クハ２０６－１０３３

４両目
クハ２０６－１２９

車体が破損した区間



付図５１　性別・年齢別死亡者数

付図５２　原因別死亡者数（全体）
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年　　齢

人
数
（

名
）
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女性

14名
(約13%)

19名
(約18%)

11名
(約10%) 17名

(約16%)

42名
(約40%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

１両目：　４２名
２両目：　５７名
３両目：　　３名
不　明：　　４名
合　計：１０６名

106
名

※警察情報に基づいて作成した。（運転士は除く）

※警察情報に基づいて作成した。（運転士は除く）

3名
(約3%)



付図５３　原因別死亡者数（１両目）

付図５４　原因別死亡者数（２両目）

27名
(約48%)

7名
(約12%)

11名
(約19%)

3名
(約5%) 8名

(約14%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

57
名

33%

19%
17%

14%

12%

5%

脳と頭部の損傷
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骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

14名
(約33%)

5名
(約12%)

6名
(約14%)

7名
(約17%) 8名

(約19%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

42
名

※警察情報に基づいて作成した。（運転士は除く）

※警察情報に基づいて作成した。

1名
(約2%)

2名
(約5%)



付図５５　性別・年齢別回答負傷者数
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付図５６　負傷種類別の回答負傷者数

付図５７　車両別・負傷種類別の回答負傷者数
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付図５９ 立って乗車していた回答負傷者のつり手等の
使用状況

付図５８　回答負傷者の事故直前における乗車状況
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（単位：名）

負傷の種類 １両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 小計 合計

骨折 0 0 2 0 0 0 0 2

むちうち 0 1 3 0 3 0 0 7

全身打撲 1 0 1 0 0 0 0 2

その他 1 1 2 1 4 5 0 14

骨折 3 0 1 1 0 0 0 5

むちうち 0 1 0 2 1 1 0 5

全身打撲 1 1 1 0 0 0 0 3

その他 3 1 3 3 1 1 1 13

骨折 4 9 12 0 1 0 0 26

むちうち 1 2 4 1 1 0 1 10

全身打撲 1 3 5 0 0 0 0 9

その他 1 2 11 6 6 1 1 28

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。また、負傷の種類は重複がある。

（単位：名）

負傷の種類 １両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 小計 合計

骨折 0 0 1 0 0 0 1 2

むちうち 0 0 2 0 2 3 3 10

全身打撲 0 0 1 1 0 0 0 2

その他 0 0 0 4 1 4 3 12

骨折 3 8 12 0 0 0 0 23

むちうち 7 5 6 2 1 1 2 24

全身打撲 3 4 7 1 0 0 0 15

その他 0 5 6 8 4 3 2 28

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。また、負傷の種類は重複がある。

途中で
投げ出された

90

停止直前で
手が離れた

早い段階で
手が離れた

付図６１　座っていた回答負傷者の負傷状況

付図６０　つり手等を使用して立っていた回答負傷者の

停止まで
掴まっていた

停止まで
座っていた

26

25

26

73

　　　　　　負傷状況



付図６２　事故の際における座っていた回答負傷者の状況
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採取状況

付図６３　車両等の付着物の成分分析結果（１／３）
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付図６３　車両等の付着物の成分分析結果（２／３）

試料
名称

外観等
推定
材料

推定部材

パンタ
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付着物

４１号柱
（副柱）付
近に落下し
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№7 №8
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４１号柱（副柱）側面擦過痕と比較用パンタグラフ舟体の元素分析結果の比較

○：検出された元素　●：通常、電柱コンクリートに含有される元素

擦過痕付着物の採取状況

比較用パンタグラフ舟体

Sn
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Ar
Cl
K
Ca

Al
Si
S
Mo

Fe
Cu
Na
Mg

C
O
Ni

　 　試料

 元素

○
○

○

●

○
○

付図６３　車両等の付着物の成分分析結果（３／３）
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付図６４　バラスト飛散試験結果等（その１）

バラスト部

進行方向

1m

6m

10m

試験用台車

(b) 試験模型軌道平面図

加速エリア 220m 制動エリア 80m

試験用台車

進行方向

試験模型軌道敷設位置

牽引装置で試験用台車を加速させ、試験模型軌道直前で切り離す。

走行路（幅員約10m）

(a)　衝突実験施設概略図

バラスト部中央（起伏頂部を有する横断面）での
「スカートとバラスト部との上下方向の最大重なり代」

スカート

バラスト部
中央横断面

接触代

(c) 試験模型軌道横断図

バラスト部 バラスト部

カント97mmでの傾きを再現

スカート

バラスト部

(d) 接触代

115km/h

スカート



付図６４　バラスト飛散試験結果等（その２）

１．バラストの飛散状況（道床固結剤を適用した場合）

２．バラストの飛散状況（道床固結剤を適用しない場合）

試験用台車進行方向

試験用台車

バラスト飛散状況

スカート

左レール左レール

試験用台車進行方向

スカート

左レール 左レール

試験用台車進行方向



付図６４　バラスト飛散試験結果等（その３）

速度１１５ｋｍ／ｈ、道床固結剤適用で試験後のバラストの状態

(1) スカート下端がバラスト上端よりも３０㎜低い位置関係の場合

0

5

10

15

-6-5-4-3-2-10123456

大

小

0

5

10

15

-6-5-4-3-2-10123456

大

小

1m 1m

× 粒径20mm以上

× 粒径20mm未満
× 粒径20mm以上

× 粒径20mm未満

89

88

87

86

85

84

83

82

81

80

79

89

88

87

86

85

84

83

82

81

80

79

1m
1m

(2) スカート下端がバラスト上端よりも５０㎜低い位置関係の場合

試
験
用
台
車

進
行
方
向

試
験
用
台
車

進
行
方
向



付図６５　乗客の重心移動試験結果

傾斜開始から４秒間の最大重心移動量の分布
（立ってつり手を持つ姿勢）
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付図６６　脱線シミュレーションの概要

直線
長さ 300m

緩和曲線
長さ 60m 緩和曲線

60m

直線42.16m

  円曲線
半径  304m
長さ  188m
カント 97mm

均衡速度59.25km/h

進行方向

軌道モデルの概要

車両モデルの概要（立っていた乗客の移動モデル）

z

非線形空気ばね

立っていた乗客の重心移動を考慮

脱線判定条件
（左レール頭頂面中心に対する左車輪の
踏面中心の変位が100mmを越えた場合）

100mm

65mm
65mm

頭頂面中心

踏面接触部

フランジ接触部

車輪・レール間の接触モデル

z

yx

輪軸

軸ばね
台車枠

車体

異常上昇止め

立っていた乗客の質量



円曲線

上り1k949m 上り1k919m 上り1k889m 上り1k859m 上り1k829m
脱線

上り1k816m

付図６７　シミュレーション結果による脱線に至るまでの車体姿勢

※進行方向後側から見た車体断面図を示す
※各車体断面図のキロ程は、前台車第１軸の位置を示す。

　　　　　 シミュレーション条件
走行速度　　　　　　　　　115km/h
乗車人員　　　　　　　　　93名（座位45名）
車輪～レール間の摩擦係数　0.3
差圧弁設定値　　　　　　　98kPa（設計値）

進行方向 緩和曲線

直線

直線

緩和曲線



付図６８　当日回４４６９Ｍ宝塚駅到着時における車両動揺シミュレーションの概要

直線
長さ 約200m

緩和曲線
長さ 約25m

円曲線
半径　 600m
長さ　約21m

円曲線
半径　 185m
長さ  約22m

円曲線
半径　600m
長さ　約5m

緩和曲線
長さ 約25m

直線
長さ　約62m

３１号イ分岐器
に相当する部分

進
行
方
向

軌道モデルの概要

※車両モデルは脱線シミュレーションと同じものを使用した。

福知山駅方→

尼崎駅方↓

宝塚駅

当日回４４６９Ｍの進路
（尼崎駅方から宝塚駅を撮影）

３１号イ分岐器 円曲線のカント量は
すべて25mmとした。



付図６９　同社の組織図

取締役会

新
大
阪
総
合
指
令
所

東
京
指
令
所

安
全
推
進
部

社
員
研
修
セ
ン
タ
ー

開
発
本
部

会　長
社　長

車
両
部

施
設
部

電
気
部

運
輸
部

駅
営
業
部

建
設
工
事
部

亀
山
鉄
道
部

大
阪
電
車
区

尼
崎
電
車
区

天
王
寺
電
車
区

日
根
野
電
車
区

奈
良
電
車
区

天
王
寺
車
掌
区

大
阪
西
車
掌
所

森
ノ
宮
電
車
区

駅
運
転
所

土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

乗
車
券
管
理
セ
ン
タ
ー

京
橋
電
車
区

電
車
区

車
掌
区
・
所

網
干
総
合
車
両
所

総
合
車
両
所

大
阪
建
設
工
事

事
務
所

安
全
推
進
室

人
事
課

経
理
課

営
業
課

施
設
課

輸
送
課

網
干
品
質
管
理
セ
ン
タ
ー

明
石
品
質
管
理
セ
ン
タ
ー

王
寺
鉄
道
部

金
沢
支
社

福
岡
支
社

広
島
支
社

米
子
支
社

岡
山
支
社

神
戸
支
社

和
歌
山
支
社

東
京
本
部

財
務
部

人
事
部

監
査
室

広
報
室

総
務
部

総
合
企
画
本
部

営
業
本
部

技
術
部

鉄道本部

電
気
課

総
務
企
画
課

大
阪
電
力
区

大
阪
保
線
区

大
阪
信
号
通
信
区

信
号
通
信
区

電
力
区

保
線
区

事
業
所

設
備
区

平成１７年４月２５日現在

篠
山
口
鉄
道
部

明
石
車
掌
区

福
知
山
支
社

奈
良
車
掌
区

京
橋
車
掌
区

大
阪
車
掌
区

大
阪
支
社

京
都
支
社




